
                                              

                                              

第
七
章 

大
正
時
代 



 
 
 

第
一
節 

議 
 

会 

一 

議
会
の
沿
革 

 

明
治
十
三
年
四
月
、
区
町
村
会
法
が
公
布
さ
れ
、
各
区
町
村
に 

町
村
会
の
設
置
が
強
制
さ
れ
、
区
・
町
・
村
の
公
共
に
関
す
る
事 

件
お
よ
び
そ
の
経
費
の
支
出
・
徴
収
方
法
を
議
定
す
る
こ
と
に
な 

り
、
戸
長
が
議
会
を
召
集
し
、
議
案
を
発
し
議
長
と
な
り
、
そ
の 

評
決
を
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
町
村
会
の
議
員
は
二
十
五
歳 

以
上
の
者
で
地
租
を
納
入
し
て
い
る
二
十
歳
以
上
の
男
子
の
選
挙 

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。 

 

い
つ
か
ら
本
町
に
町
村
会
が
設
置
さ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
い 

が
、
大
島
郡
の
市
制
町
村
制
施
行
が
明
治
二
十
二
年
四
月
で
あ
る 

こ
と
や
、
操
坦
勁
先
生
の
沖
永
良
部
島
沿
革
誌
に
「
明
治
三
十
七 

年
石
橋
を
架
換
ふ
。
監
督
世
話
人
伊
集
院
宜
志
政
、
村
会
議
員
橋 

口
盛
次
外
三
名
」「
明
治
四
十
一
年
四
月
一
日
島
嶼
町
村
制
施
行 

      

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
基
に
大
正
・
昭
和
時
代
の
議
員
名
簿
、
議
会 

運
営
の
変
遷
に
つ
い
て
略
述
す
る
。 

二 

大
正
時
代
の
議
会 

 

市
制
町
村
制
は
そ
の
後
四
回
改
正
さ
れ
、
島
嶼し

よ

町
村
制
が
施
行 

さ
れ
た
明
治
四
十
四
年
当
時
の
町
村
会
（
議
会
）
の
概
要
は
次
の 

と
お
り
定
め
て
い
る
。 

1 

市
町
村
会
議
員
の
選
挙
は
納
税
額
（
市
町
村
税
又
は
直
接
国 

 

税
）
に
よ
る
階
級
別
選
挙
を
行
う
こ
と
と
し
、
町
村
は
一
級
二 

 

級
に
分
け
各
級
ご
と
に
定
数
の
半
数
を
選
挙
す
る
。 

2 

議
員
の
任
期
は
四
年
と
し
全
部
改
選
と
す
る
。（
従
来
は
任 

 

期
六
年
の
三
年
ご
と
に
各
級
半
数
を
改
選
） 

3 

選
挙
権
被
選
挙
権
は
、
一
戸
を
構
え
て
独
立
の
生
計
を
営
む 

 

二
十
五
歳
以
上
の
公
民
男
子
で
二
年
の
住
所
要
件
及
び
市
町
村 

 

税
又
は
年
額
二
円
以
上
の
直
接
国
税
の
納
税
要
件
を
満
し
た
者 

 

と
し
、
町
村
会
議
員
は
全
て
名
誉
職
と
す
る
。 

4 

議
会
の
招
集
は
市
町
村
長
又
は
三
分
の
一
以
上
の
議
員
の
要 

 

求
に
よ
る
も
の
と
し
開
会
閉
会
及
び
議
長
は
市
町
村
長
と
す 

 

る
。 

せ
ら
る
。
…
…
両
村
共
に
村
会
議
員
十
八
名
な
り
し
も
各
十
名
と 

す
。」
な
ど
の
記
録
か
ら
明
治
二
十
二
年
の
市
制
町
村
制
に
基
づ 

く
町
村
会
が
、
明
治
三
十
七
年
以
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の 

と
考
え
ら
れ
る
。（
明
治
二
十
一
年
の
和
泊
方
人
口
は
八
千
八
百 

三
十
人
で
あ
る
。
当
時
の
議
員
法
定
数
は
人
口
五
千
な
い
し
一
万 

未
満
は
十
八
人
と
定
め
て
い
た
。） 

 

区
町
村
会
法
は
そ
の
後
二
回
改
正
さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
施
行 

さ
れ
た
市
制
町
村
制
に
よ
る
と
、
市
町
村
は
法
律
上
一
個
人
と
同 

じ
く
権
利
義
務
を
有
し
、
公
共
事
務
は
官
の
監
督
（
郡
区
長 

 
 

県
知
事 

 

内
務
大
臣
）
を
受
け
自
ら
処
理
す
る
も
の
と
し
た
。 

 

市
町
村
内
の
居
住
者
を
住
民
と
公
民
に
分
け
、
公
民
だ
け
が
市 

町
村
政
に
参
加
す
る
権
利
を
有
し
、
同
時
に
法
律
の
規
定
に
基
づ 

い
て
公
務
に
参
加
す
る
義
務
が
あ
る
。
住
民
は
こ
の
法
律
に
従
っ 

て
公
共
の
営
造
物
な
ら
び
に
市
町
村
有
財
産
を
共
有
す
る
権
利
を 

有
す
る
と
同
時
に
市
町
村
の
負
担
を
分
任
す
る
義
務
が
あ
る
。 

 

公
民
は
選
挙
権
を
有
し
、
市
町
村
の
名
誉
職
（
無
給
）
に
選
挙 

さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

わ
が
和
泊
町
の
議
会
に
関
す
る
資
料
は
議
員
名
簿
が
大
正
五
年 

か
ら
、
会
議
録
が
昭
和
十
八
年
か
ら
、
議
決
書
が
昭
和
三
十
一
年 

か
ら
、
公
文
書
が
昭
和
三
十
二
年
か
ら
議
会
事
務
局
に
保
存
さ
れ 

      

5 

市
町
村
長
・
助
役
の
選
挙
、
収
入
役
の
選
任
、
及
び
予
算
条 

例
の
制
定
・
改
廃
、
地
方
税
の
賦
課
、
地
方
債
の
起
債
、
そ
の 

他
重
要
な
行
財
政
事
項
の
議
決
を
行
い
、
そ
の
執
行
は
監
督
庁 

の
許
可
を
要
す
る
。 

6 

市
町
村
会
は
選
任
の
書
記
に
議
事
録
を
作
成
さ
せ
、
議
決
選 

挙
の
顚
末
な
ら
び
に
出
席
議
員
の
氏
名
を
記
録
さ
せ
朗
読
し
て 

議
長
及
び
議
員
二
名
以
上
が
署
名
す
る
。 

  

※ 

議
員
名
簿 

 

大
正
五
年
五
月
～
九
年
六
月 

 

定
数
十
人 

山
口
喜
寿
(泊) 

中
村
源
良
(手) 

伊
地
知
季
道
(喜) 

永
吉
喜
志
信
(畦) 

時
田
栄
利
(国) 

山
田
十
助
(根) 

栄 

池
目
(玉)  

皆
吉
恵
三
(皆) 

平
島 

弘
(後) 

中
村
窪
実
(瀬) 

 

大
正
九
年
七
月
～
十
三
年
六
月 

 

定
数
二
十
四
人 

土
持
綱
義
(泊) 

陽 

清
保
(泊) 

東 

忠
人
(和) 

川
辺
実
悦
(手) 

重
信
饒
丕
(手) 

伊
地
知
季
道
(喜) 

福
山
清
明
(喜) 

永
吉
喜
志
信
(畦) 

中
村
中
吉
(畦) 

時
田
栄
利
(国) 

今
井
吉
利
(国) 

東 

信
愛
(西) 

文
山
中
吉
(根) 

玉
里
窪
島
(玉) 

玉
野
島
元
(玉) 

栄 

清
一
(玉) 

平
山
新
安
(大) 

中
屋
納
保
(皆) 

重
村
中
保
(古) 

豊
山
鳳
生
(内) 

上
間
植
平
(谷) 

野
村
納
吉
(永) 

瀬
川
前
吉
(瀬) 
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(注) 

一
級
・
二
級
別
選
挙
が
大
正
十
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
が
、
定
数
全 

員
に
つ
い
て
区
分
で
き
る
資
料
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

大
正
十
三
年
六
月
～
昭
和
三
年
六
月 

 

定
数
二
十
三
人 

土
持
綱
義
(泊)  
木
尾
為
傑
(泊) 

市
来
政
興
(泊) 

東 

忠
人
(和) 

中
村
源
良
(手)  
重
信
饒
丕
(手) 

和
田
清
秀
(喜) 

出
山
中
宜
志
(出) 

中
村
中
吉
(畦)  

時
田
栄
利
(国) 

今
井
吉
利
(国) 

西
村
米
保
(国) 

東 

信
愛
(西)  

松
田
池
廣
(根) 

栄 

池
目
(玉) 

玉
里
窪
島
(玉) 

伊
集
院
宜
志
政
(大) 

美
野
入
間
(皆) 

重
村
窪
保
(古) 

宗 

善
廣
(内) 

平 

島
弘
(後) 

撰 

長
保
(谷) 

中
野
宮
順
(永) 

 

(注) 

選
挙
権
に
つ
い
て
公
民
の
要
件
と
し
て
独
立
の
生
計
を
営
み
、二 

年
以
来
税
を
納
め
る
こ
と
の
二
要
件
を
撤
廃
し
、
市
町
村
公
民
は
す
べ
て 

選
挙
権
を
有
す
る
普
通
選
挙
制
に
な
っ
た
。
市
町
村
長
・
助
役
・
収
入
役 

の
選
任
は
知
事
の
認
可
を
廃
し
、
町
村
会
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

590 


